
令和３年度 学校教育自己診断 分析（■はコメント） 

Ⅰ 保護者からの回答に関して（H30→R1→R2→R3 太字は本年度） 

（1）回答数:ほぼ昨年同様（724→697→671→651 学級数 26→25→24→23）回答率：71.5%（昨年 70.3%） 

（2）学校生活全般に関する設問について、「よくあてはまる」または「ややあてはまる」の割合 

   1,子どもは学校行くのを楽しみにしている（79.7%→80.5%→79.2%→79.9%） 

   3,生活指導の方針に共感 （68.4%→65.3%→64.8%→67.7%） 

   4,将来の進路や職業について適切な指導  （66.2%→68.4%→67.5%→69.6%） 

   5,子どもの心身の健康について気軽に先生に相談できる（59.5%→61.1%→61.3%→61.8%） 

   13,学校はいじめについて子どもが困っていれば真剣に対応（34.5%→37.7%→33.7%→25.3%） 

 「生活指導方針に共感」については、やや上昇した。 

 「将来の進路や職業について適切な指導」は、少しずつであるが上昇している。 

 「子どもの心身の健康について気軽に相談できる」も徐々に上昇し、60%超の評価となっている。 

 「学校はいじめについて…真剣に対応」について肯定的な回答が昨年度と比べかなり減少。一

方、同じ問いで「判断できない」との回答が 69.3%（昨年 52.3%）と大きく増加。いじめ状況そ

のものがたいへん少ないので、「わからない」との回答が多いと考えられる。昨年度の回答と傾

向が大きく異なる理由は不明である。 

 毎年 3 回、全生徒へのいじめ（安心安全生活）アンケートなどを引き続きおこない、いじめを

見逃さない取組みを続けたい。 

 

（3）学校行事（特別活動）に関する設問について「よくあてはまる」または「ややあてはまる」の割合 

   6,学校行事は子どもにとり有意義（92.0%→90.7%→84.9%→91.4%） 

   7,人権尊重の意識や社会ルールを育成（71.5%→68.6%→71.5%→71.6%） 

 学校行事に関しては、本年度は例年の高い水準を回復した。感染防止対策を工夫しながら、日

程・会場・形態等を変更し、体育祭・文化祭・修学旅行等が開催できた。 

 

（4）学習活動および学習環境についての「よくあてはまる」または「ややあてはまる」の割合 

   2. 子どもは授業がわかりやすく興味深いと言っている（39.1%→40.2%→41.3%→49.3%） 

    （生徒の「4授業はわかりやすい」の回答との比較  57.9%→59.0%→66.6%→61.1%） 

   9.学校の施設・設備は学習環境面でほぼ満足できる（42.4%→40.9%→45.5%→45.3%） 

 「授業がわかりやすく興味深い」と家庭で話している生徒は、毎年少しずつ増え 50%近くになっ

た。しかし同じ質問の生徒回答では 61.1%で、約 12 ポイント多く差が見られる。 

 同じ質問で保護者の 38.1%、生徒の 32.8%が「あまりあてはまらない」、または「まったくあて

はまらない」と回答している。比較的多くの保護者が、生徒が授業を理解できているか心配し

ている様子がうかがえる。 

 一方、教科別に全員回答する授業アンケートの評価は高い。 

 【参考】全科目対象全生徒による授業評価アンケートより（肯定的回答の％ 太字は今年度） 

H30 → R1  → R2  →  R3 

授業の進度や難易度は自分にとって適切である       86% →  86% →  88%  →  88% 

毎時間授業の目標や大切なポイントを説明してくれる    88% → 89% →  91%  →  91% 

教科書のほか、役に立つプリントなどをうまく使っている  87% → 86% →  88%  →  89% 

生徒の意見や要望を取り入れ授業改善に生かしている    81% → 80% →  81%  →  82% 

 施設面では、トイレの改修等の要望が多く寄せられている。一部改修のはこびとなった。 

 

 



Ⅱ 生徒からの回答に関して（H30→R1→R2→R3 太字は本年度） 

（1）学校生活全般に関する設問について「よくあてはまる」または「ややあてはまる」の割合 

   1.学校へ行くのが楽しい（79.8%→77.9%→80.7%→77.8%） 

   20.学校生活の満足度（82.9%→80.2%→80.3%→78.3%） 

    1 年 81.6%→71.3%→75.0%→78.8%  2 年 83.4%→83.8%→80.1%→72.2%  3 年 84.1%→84.2%→85.8%→84.2% 

   21.後輩に旭高校を勧めるか(71.3%→68.5%→74.4%→73.2%) 

    1 年 78.9%→75.9%→70.3%→76.7%  2 年 69.0%→70.6%→77.9%→64.2%  3 年 68.2%→60.4%→75.0%→79.2% 

 本校での高校生活を楽しいと感じている生徒がたいへん多いが、昨年度からやや減少している。 

 「旭高を後輩に勧めるか」との設問では、3年生では約 80%にも達しているが 2年生の減少が気

になるところである。 

（2）学習について、「よくあてはまる」または「ややあてはまる」の割合 

   2.先生は生徒の意見を聞いてくれる（67.2%→62.5%→71.4%→79.2%） 

   3.授業はわかりやすい（57.9%→59.0%→66.6%→61.1%） 

   4.授業で分からないところについて先生に質問しやすい（66.6%→64.8%→68.0%→69.2%） 

 「先生は生徒の意見を聞いてくれる」の肯定的回答は約 80%となり、「授業で分からないところ

…質問しやすい」の肯定的回答も上昇傾向である。 

 「授業はわかりやすい」の肯定的回答がやや減少している。 

（3）キャリア教育・人権教育について、「よくあてはまる」または「ややあてはまる」の割合 

   10.将来の進路や生き方について考える機会がある（84.1%→84.5%→88.5%→91.1%） 

   14.命の大切さや社会のルールについて学ぶ機会がある（67.6%→69.7%→79.5%→82.5%） 

 進路について考える機会について、年々肯定的回答が増加している。進路行事を多彩に企画し、

進路を考える生徒のよいきっかけにできているといえる。 

 また、命の大切さ、個人の違いを理解し尊重すること、よき関係を保つために社会のルールに

ついて学ぶことなど、教育活動全全般を通じて取り組んでいる。 

（4）家庭学習時間について 

   22.平日の勉強時間 0～30分47.1％→49.3%→42.8%→53.9% 1時間24.6%→26.3%→31.4%→24.5% 

             2 時間以上 23.3%→24.8%→25.8%→21.5% 

   23.休日の勉強時間 0～30分41.5％→44.0%→35.7%→45.6% 1時間25.3%→23.1%→26.0%→22.2% 

             2 時間以上 33.0%→33.3%→38.3%→32.1% 

 平日休日とも勉強時間が 30 分以下の生徒が昨年より約 10 ポイント増加し、課題である。 

 昨年 11 月現在の通塾率は 29.2%（1 年 19.8% 2 年 27.5% 3 年 37.0% 一昨年 30.9%）であった。 

 

Ⅲ その他全般に関して 

   11.学校からの連絡を子どもがもらさず伝えている 保護者 60.5%→58.0%→66.6%→59.9% 

                           生徒  69.3%→66.8%→73.9%→75.1% 

   10.学校が家庭連絡を積極的に行っている     保護者 57.3%→66.3%→76.3%→73.6% 

16.保護者が旭高校のどこに最も注目しているか（いずれか１つ） 

  生徒会活動や行事 19.6%→23.5%→24.9%→18.3% 教育方針 18.4%→17.9%→19.4%→16.0% 

  進路実績     26.0%→25.4%→26.8%→38.4% 部活動  6.2%→ 5.6%→ 5.8%→ 5.7% 

  国際交流活動   26.2%→24.1%→21.3%→19.2% 

 学校からの家庭連絡について、70%を超える保護者に肯定的回答をいただいている。ライデン

メールでの緊急時の対応やＨＰの充実など、情報発信に努めていきたい。 

 本年度は、進路実績の注目度が高まっている。 

 


